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嗅覚と触覚が絵画表現に及ぼす影響についての基礎研究
─ 小学生のパイナップル描画の一考察 ─
清田　哲男
　本稿は，写生などの観察による描画表現において，視覚以外の諸感覚が表現活動に与える
影響についての研究をすすめるにあたり，調査に参加する児童に視覚と他の感覚との相互作
用をしやすくするための体験（嗅覚による描画体験，触覚による描画体験）を与えるための
予備調査に位置づけられる。
　嗅覚を活用した観察による表現活動では，抽象的なイメージ表現が想起されやすく，触覚
を活用しての観察による表現活動では，迫真性や，空間意識も比較的高いなどの傾向が確認
できた。以上のことから，今後の視覚と諸感覚との相互作用による表現活動を研究する上で，
仮説をたてることが出来，研究の方向性を示すことが出来るなどの成果が得られた。
Keywords：観察，描画表現，嗅覚，触覚，感覚間相互作用，美術教育
１　研究の概要
⑴　研究の目的
　美術・図画工作の授業において，観察による表現
は一般的な題材の一つであるといえる。写生や自画
像など，観察によって感じたことを表現するために
は，視覚だけではなく，描いている環境で感じる匂
いや，対象の手触り，あるいは対象に関する記憶や
知識，描く目的などを総合的に捉えることが重要と
なる。
　しかし，視覚と触覚，または視覚と嗅覚を相互作
用させて感じたことを表現した場合と，視覚のみで
観察・表現した場合での，表現活動に見られる具体
的な違いについてはまとまった研究がなされていな
い。また，対象への知識などの記憶と表現との関係，
動機や目的と表現との関係も同様である。もし，仮
にこれらに違いがあるとしたら，児童生徒の表現活
動にどのように表れるのだろうか。そこに，課題意
識を持った。
　本研究では，児童生徒の観察画において，感覚間
で相互作用がなされた場合の描画表現に表れる効果，
及び，観察対象に関する知識や目的の量や質が表現
活動にもたらす影響について考察を行うものである。
　そのことによって，指導者にとっては児童の作品
の主題に一層寄り添った指導が可能となり，児童に
とっては，描画対象物へのより深い共感を持って制
作できるなどの実践的な教育効果が期待できよう。
⑵　本研究の概要と本調査の位置づけ
　本研究では，嗅覚や触覚などの諸感覚を意識した
描画体験を恣意的に児童に繰り返させることが，そ
の後の表現活動へどのように影響するかについての
考察を行う。そのために，児童を嗅覚グループと触
覚グループ，および，未体験グループの３つに分け，
嗅覚と触覚の２グループのみ恣意的に嗅覚と触覚を
意識させて描画体験をさせる。そして，最後に，３
つのグループに同じ環境，条件を与え，恣意的では
なく自由に観察による描画（写生）をさせ，その作
品の傾向などから視覚とその他の感覚との間での相
互作用の状況を捉える。
　そして，今回の調査では，嗅覚や触覚を意識させ
た写生による描画体験に焦点をあてる。観察の対象
は，嗅覚にも触覚にも強い特徴を持つパイナップル
を用いる。嗅覚グループの児童に，パイナップルを
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匂わせてから，あるいは匂いながら，触覚グループ
の児童はパイナップルを触らせてから，描画させる。
あるいは触らせながら写生するよう指示をし，嗅覚
と触覚を観察に影響させるよう促しつつ，描画させ
る。
　このパイナップルによる描画体験は，いくつかの
描画体験の内の一つであり，嗅覚と視覚，または触
覚と視覚の多感覚間相互作用の経験知を児童に持た
せるために行う。他の描画体験としては，匂った感
じや触った感じをそのまま色と形で抽象的に表現さ
せる体験も行うものもある。
　そして，最後に，未体験グループを含んだ３グル
ープによる，同じ環境，条件での描画は動物（ハム
スター）の観察からの描画を考えている。今回のパ
イナップルの観察による描画体験は，児童のレディ
ネスとなると同時に，最終的な調査の前段階で，嗅
覚と触覚の影響の傾向を考える上でも，重要である。
２　本調査の方法
⑴　本調査の手順
　①　嗅覚グループ
　ダンボール箱の中にパイナップルを入れ，匂いの
イメージからワークシート上で混色サンプルを作ら
せた後，箱から取り出し，パイナップルを匂いなが
ら，B4画用紙にパスと絵の具で表現させた。図１
のように，パイナップに触るときには，ウエスで巻
かせ，パイナップルに触れないようにさせた。図２
のように，４名に１セットずつパイナップルとダン
ボール箱を配布した。体験時間は，45分授業の２
時間続きで90分である。ただし，準備と片付けの
時間を含んでいる。
図１　嗅覚グループの感覚表現体験の様子
図２　表現体験活動の様子
　②　触覚グループ
　ダンボール箱の中に入ったパイナップルを穴から
手を入れて，触ったイメージをワークシート上で混
色サンプルを作らせた後，箱から取り出し，図３の
ようにパイナップルを触りながら，パスと絵の具で
B4画用紙に表現させた。４名に１セットずつパイ
ナップルとダンボール箱を配布した。時間は嗅覚グ
ループと同じである。
図３　触覚グループの感覚表現体験の様子
⑵　表現体験する児童について
　調査にあたり，表現体験活動を行ったのは，岡山
大学教育学部附属小学校の４年で，他の表現体験や，
最終的な描画調査まで同じ４年の児童に描画表現さ
せた。
　各グループは以下のとおりである。
　①　嗅覚グループ　　４年ろ組　35名
　②　 触覚グループ　　４年は組　35名（内２名欠席）
　③　未体験グループ　４年い組　35名
　未体験グループは，最終的な調査で，未体験であ
ることを条件にするため，今回のパイナップルの描
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写も行っていない。
　指導者は附属小学校の図画工作担当教諭が行った。
実施日は嗅覚グループが2014年６月９日３・４時間
目，触覚グループが同６月10日１・２時間目である。
⑶　小学４年の設定理由について
　本研究では，最終的な調査では小学４年と中学２
年を対象にしている。本稿のパイナップルの表現体
験を小学４年にさせた理由として，同時期は，社会
性が広がり，五感が発達・定着し，観察表現への関
心が生まれる段階であり，造形教育活動における中
心的課題の一つであると考えるからである。
　その根拠として，ローウェンフェルド（Viktor 
Lowenfeld：1903⊖1960）は同時期を「写実主義の
開始の時期」1） とし，リード（Herbert Edward 
Read：1893⊖1968）も「視覚的写実の時期」2）とし
ている。また，学習指導要領でも「見たこと」の文
言が記載されるのが同学年以降の学年である。
　また，遠藤友麗がエリクソン（Erik HomBurger 
Erikson：1902⊖1994）の発達段階を基に1999年にま
とめた，「人間の発達課題と美術教育とのかかわり」
によると3），諸感覚や，観察や見つめることについ
ては，発達段階で顕著な変化が二回見られるという。
10歳前後での諸感覚の発達と観察表現への関心，15
歳前後での写実欲求の増大である。よって，本研究
では，本稿の小学４年生とは別に中学２年の生徒に
も別途表現体験活動による調査を試みている。
　さらに，ピアジェの発達段階の規範に当てはめ，
美的な認知の発達を，パーソンズ（Talcott Parsons：
1902⊖1979）4）は５つの美的発達段階で示している5）。
この美的発達段階を使って，エフランド（Arthur 
D. Efland）は，特に10歳になると，認知構造の分
化がおこり，何がよい美術で，何が悪い美術かにつ
いての特定を始め，そのアイデアは，人物や物事の
善し悪しの模倣と言えるとしている。同時にこの時
期は，再現が主導的観念となるため「本物のように
見える」など，観察よる写実的再現についても，客
観的な理由となるという。したがって，10歳での
観察の指導によっては，人の価値形成に大きく影響
する可能性が高いと思われる。
　東山明は，小学３年から４年にかけて，全体知覚
と部分知覚が矛盾を起こすこの時期に，観察によっ
て描くことによって，主観性の強い概念的な要素か
ら，客観的な一般化された形態の認識が出来るよう
になると述べている6）。
　以上の先行研究により，小学４年がふさわしいと
判断した。
⑷　パイナップルの設定理由について
　モチーフにパイナップルを使用した理由として
は，匂いや形状の特徴が大きくいためにイメージを
想起しやすいと考えたためである。また，児童が目
に見えない状態で匂ったり，触ったりしても不安に
ならないよう日常生活の中で接することの多いパイ
ナップルを選択した。複数の教室で実施するため，
条件の差が生じないよう考慮しながら，児童の実態
に即した指導案を作成した。
　また，パイナップルを使用することを保護者へ書
面で伝え，アレルギー等，触ることができない児童
に配慮して，グループ分けを行った。
⑸　嗅覚と聴覚の設定理由について
　視覚と感覚間の相互作用がなされる感覚は嗅覚や
触覚以外も考えられるが，美術教育で写生を想定し
たとき，音の変化が大きい場所（聴覚）や，食べな
がらの授業（味覚）を大きく感じる場面は考えにく
いため，本研究では嗅覚と触覚に限定した。また，
味覚と視覚との相互知覚によって色彩のイメージの
パターンができたり（杉山2006）7），空間パターン
（spatial pattern）として認識されたりする可能性（工
藤2013）8）があり，また，触覚では，観察対象の表
面状態や環境状況など，描画技法にも関わる重要な
情報を認識する可能性が高いことなども限定した要
因である。
３　調査の結果
⑴　ワークシートの結果
　表１のワークシート内に児童が書いた描いた後で
の感想中の言葉による表現数の結果，および表２の
作品テーマから顕著な結果について述べる。
　①　色に関する記述
　描写後の感想の中で，嗅覚グループが色の数や色
の意味について記述した言葉の数が多く，触覚グル
ープの11名に対して，26名であった。特に，色へ
の意味を持たせた記述が多い。また，描画前にワー
クシート上で行った，匂いから，あるいは触った印
象から色を作る作業では，嗅覚グループが一人平均
10.8色，触覚グループが9.0色と，やや嗅覚グルー
プの色数が多かった。
　②　形態に関する記述
　触覚グループの方が形態についての記述がやや多
くなっている。表２の作品テーマでも葉の形状など
の視覚的な情報からの作品テーマが多くなっている。
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　③　触覚に関する記述
　表１の感想からは，チクチクするなど触覚的な感
想は，触覚グループのみから出ており，嗅覚グルー
プからはない。作品テーマについては，両グループ
とからほとんど出ていない。
　④　嗅覚，味覚に関する記述
　嗅覚と味覚については，作品テーマにおいて，嗅
覚グループから多く見られる。
　⑤　イメージに関する記述
　パイナップル自体への形容詞などのイメージ表現
は触覚グループに多く見られるのに対し，パイナッ
プルを取り巻く物語についてのイメージは触覚グル
ープの方から多く見られる。
表１　ワークシートでの言葉による表現数
嗅覚グループ
35名
触覚グループ
33名
色数に関する記述 10名28.6％
15名
45.5％
○カラフルな色になるようにした
○ピンク，緑，黄緑，茶色，青，白，ダイダイを使った
色の意味に関する記述 1名2.9％
11名
30.3％
○甘い感じの色をぬった　○
色に関する記述の合計 11名31.4％
26名
78.8％
陰影に関する記述 1名2.9％
3名
9.1％
○明るいところをしっかり　
形態に関する記述 8名22.9％
12名
36.4％
○とげとげをがんばった
技法に関する記述 2名5.7％
3名
9.1％
○ふちをかいてから中をぬった
発見したこと等の記述 3名8.9％
0名
0％
○葉の先が茶色でびっくりした
背景に関する記述 3名8.9％
2名
6.1％
○にじをかいた　○あおぞらがいい
ポジティブな感想 2名5.7％
3名
9.1％
○むずかしかったけど楽しかった
ネガティブな感想 3名8.9％
6名
18.2％
○細かくてよくわからなかった　○とてもむずかしかった
心象に関する記述 1名2.9％
1名
3.0％
○心がおちつく　○やさしい感じ
嗅覚に関する記述 2名5.7％
3名
9.1％
○さわやかなにおい
味覚に関する記述 6名17.1％
0名
0.0％
○あまずっぱい匂いの感じ
触覚に関する記述 0名0.0％
10名
30.0％
○チクチクしたかんじ　　○ふわふわにした
表２　作品テーマに見られる傾向
嗅覚グループ
35名
触覚グループ
33名
視覚的要素が高いテーマ 1名2.9％
7名
21.2％
○大きなはっぱのパイナップル　○カラフルなパイナップル
嗅覚的要素が高いテーマ 7名25.7％
2名
6.1％
○においがすごくするパイナップル　○くさいパイナップル
味覚的要素が高いテーマ 14名2.9％
2名
6.1％
○おいしそうなパイナップル　○とっても甘いパイナップル
触覚的要素が高いテーマ 1名2.9％
2名
6.1％
○ちくちくパイナップル　○つるつるパイナップル
パイナップルのイメージ 9名25.7％
2名
6.1％
○さわやかパイナップル　○フレッシュパイナップル
物語性のあるテーマ 2名5.7％
20名
60.6％
○空の下のパイナップル　　○とびだしそうなパイナップル
言葉遊びからのテーマ 2名5.7％
1名
3.0％
○ベリーベリーパイナップル　○ただのパイナップル
※一つのテーマに複数の属性が含まれる場合，すべての属性でカウント
している
⑴　作品の結果
　①　パイナップルの描画の大きさ
　表４は，B4の画用紙の大きさの中に描かれたパ
イナップルの面積を，Photoshopを用いて計算し，
それぞれのグループの平均を出したものである。
　背景を除いた描画面積であるが，触覚グループが
嗅覚グループより10％弱大きくなっている。
表４　画用紙におけるパイナップルの描画面積の平均
嗅覚グループ
35名
触覚グループ
33名
画用紙におけるパイナップ
ルの描画面積の平均 63.6％ 72.1％
　②　背景の描写内容
　表５は，パイナップルの周りに描かれた要素を内
容ごとにまとめたものである。机を描くなど背景ま
で写生した率は触覚グループの方が高くなっている。
一方，抽象的な色などのイメージを描いている作品
は嗅覚グループに多いことが分かる。
表５　背景の描写
嗅覚グループ
35名
触覚グループ
33名
机 6名63.6％
15名
45.5％
太陽・空・大地 7名25.7％
7名
21.2％
水 1名2.9％
0名
0.0％
抽象的なイメージ 25名71.2％
14名
42.4％
背景なし 1名2.9％
6名
18.2％
※複数項目の描写はすべてカウントしている
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　③　使用された色の数
　パイナップルの葉の部分，実の部分，背景に分け
て使用している色の数のカウントを行った。
　色数は，ハムスターと背景両方で使用した数をカ
ウントした。クレヨン・パスは使用した色の種類を
カウントし，絵の具については．知覚的に等歩度と
なるPCCSの指標が示す明度差で，1.0以上の差が
確認された場合9）色数を２とした。今回，彩度差は
大きな違いを確認していない。色相差についても
PCCSの示す24色相環を尺度として使用し，色相番
号差1以上の差が確認された場合色数を２とした。
　図４から図６は，葉，実，背景で描かれた色数の
分布である。横軸が色の数を示し，縦軸は横軸で示
した色の数を使用した児童数を示している。
　丸と実線が示しているは，嗅覚グループの分布で
あり，三角と破線が示しているのは，触覚グループ
の分布である。
　葉の描写については，嗅覚グループの分布の山が
右にややずれており，実の描写，背景の描写は触覚
具グループの分布の山が右にずれている。このこと
により，葉に関しての描写では嗅覚グループが，そ
のほかの描写に関しては触覚グループが色の数を多
く使用していることが分かる。
図４　パイナップルの葉の描写で使用した色数分布
図５　パイナップルの実の描写で使用した色数分布
図６　背景の描写で使用した色数分布
　④　作品の特徴
　a 嗅覚グループ
図７　嗅覚グループ作品1 図８　嗅覚グループ作品2
図9　嗅覚グループ作品3 図10　嗅覚グループ作品4
図11　嗅覚グループ作品5 図12　嗅覚グループ作品6
　図７から図12は，嗅覚グループの児童作品であ
る。嗅覚グループの大きな特徴として，二つ挙げら
れる。
　一つは，葉や実の表面の描写が，一つひとつ描写
するのではく，文様を描くように，パターン化して
いる作品が多いことである。図７のように，実の表
面は丸やひし形が並べて描かれたり，図12のように，
波線として描かれたりしている。観察して描いたと
言うよりむしろ，印象やイメージを記号化して描い
たかのようである。
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　もう一つは，表５でも明らかになっているとお
り，背景が色の組み合わせであったり，縞模様であ
ったりと，抽象的な表現を用いた作品が多いという
ことである。
　b 触覚グループ
図13　触覚グループ作品1 図14　触覚グループ作品2
図15　触覚グループ作品3 図16　触覚グループ作品4
図17　触覚グループ作品5 図18　触覚グループ作品6
　図13から図18は，触覚グループの児童作品である。
嗅覚グループと比較することとなるが，大きな特徴
として，触覚グループ同様に二つ挙げられる。
　まず，葉や実の描写が，一つひとつ描写されてい
るということである。特に実の表面の描写は，とげ
の部分まで観察よる再現を試みながら描こうとして
いる作品が多い。したがって細部の観察のため，図
18のように，嗅覚グループに比べて，実全体とし
てはバランスがとれず，崩れている作品も見られた。
　もう一つは，背景が観察によって描かれているも
のが多いことである。図14はパイナップルの底面
に敷かれている籠を描いているし，図16はテーブ
ルの天板に敷いてあるビニールの文様を再現しよう
としている。つまり，迫真性を持たせようと描く児
童が多かったと言える。
４　調査の考察
　以上の結果から，視覚と，嗅覚または触覚との感
覚間相互作用による描画への影響の傾向が確認でき
た。ただし，ここで述べる傾向は普遍的な傾向では
なく，パイナップルを恣意的に嗅覚あるいは触覚を
観察に影響させた上で表現させた活動での傾向であ
り，嗅覚と触覚のそれぞれの相互作用を比較して述
べたものである。
⑴　嗅覚と視覚の相互作用の影響による傾向
　①味覚と嗅覚の両方のイメージを想起させる
　作品のテーマを考える際，嗅覚グループは嗅覚に
関しての言葉だけでなく，それ以上に味覚に関する
言葉を用いていた。しかし，触覚グループでは味覚
に関しての言葉がほとんど出ていなかった。
　②嗅覚は抽象的なイメージを想起させる
　背景の描写や，パイナップルの描き方から，具体
的なイメージより，感じたイメージをパターン化し
たり，記号化したりするなど，抽象的な表現が多か
った。また，感想でも「フレッシュな」あるいは「さ
わやかな」等の形容に関する言葉が多く見られた。
形容に関する言葉とのつながりは，児童の過去の経
験から言えることであるから，嗅覚は記憶を想起さ
せている可能性を含め，今後の研究の一つの方向性
である。
⑵　触覚と視覚の相互作用の影響による傾向
　①　触覚は色や形態についての意識を高める
　ワークシートでの感想からも，色のサンプルから
も，色の使用数からも触覚と色との相関があるかの
ような結果が得られた。触覚と色認知の先行研究は
これまでなされていないため，その科学的な考察は
現段階ではできないが，「画用紙におけるパイナッ
プルの描画面積の平均」から，触覚グループの絵が
嗅覚と触覚が絵画表現に及ぼす影響についての基礎研究
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10％弱も大きいことや，パイナップルの形態につい
ての感想が多いことから，嗅覚より視覚的な情報を
多く取り入れている可能性を含め，今後の研究課題
の一つであろう。
　②　触覚は観察による迫真性の高い表現を促す
　①のように，視覚的な情報を得るためにより多く
の観察がなされ，その結果，迫真性の高い表現が多
く見られた。
　③　触覚は空間への意識を高める
　触覚グループの作品は，背景描写に机などの，現
実にある様子を再現しようとした作品が多かった。
つまり，今回の描画体験では，周りの空間へ意識が
およんでいた児童が多かったと言えよう。
５　まとめ
　嗅覚および触覚と視覚との感覚間相互作用によっ
て，五つの傾向を考察できた。このことは，他の感
覚表現後の最終的な調査の結果の仮説でもある。同
時に，今後の感覚と表現の研究において，医学や心
理学などの異分野での先行研究領域を調査する上で
重要な手がかりとなった。例えば，嗅覚と記憶との
関係，触覚と空間認知との関係などである。
　これらの研究が進むことで，児童・生徒にイメー
ジ表現をさせる支援の手立てや，迫真性を持って描
きたい児童・生徒への支援を含んだ授業作りに貢献
できよう。
　そして，未体験グループがどのような表現をする
かによって，違いが生じたり，視覚，触覚，聴覚と
三つの感覚間での相互作用などの影響でも違いが生
じたりなど，今後の調査への広がりも確認できた。
付記
　本稿に使用した図中の児童の写真については，本
人，および保護者の承諾の上で使用している。
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